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1.1 製品の識名  Livos TAYA タヤ No.279 
1.2 使⽤⽤途   外壁、窓、ドアなど、あらゆる⽊材の内外装塗装⽤オイル。 

バルコニー床など⼈通りの多い場所には適さない。 
1.3 製造者情報  

会社名：LIVOS Pflanzenchemie Forschungs- undEntwicklungs GmbH & Co. KG 
住所：Auengrund 10 D - 29559 Wretedt 
電話番号：+49(0)5825-88-0 / +49(0)5825-8864 
連絡先：info@livos.de 
担当部署: （製品安全担当）メール：service@livos.de 

1.4 緊急連絡先 
+49 (0)6132-84463 (24 時間 - GBK GmbH)  
輸⼊業者：株式会社イケダコーポレーション 0120-544-453 

 
 
2.1 混合物の分類 

この混合物は、規則 (EC) No 1272/2008 に従って危険物として分類されない。 
2.2 ラベル表⽰ 

特定の混合物に関する特別な表⽰ 
P102  ⼦どもの⼿の届かない場所に保管する。 
P301+P310 飲み込んだ場合：⼝をすすぎ、吐かせないこと。直ちに医師の診察を受ける。 

2.3 その他の危険 
塗装時に使⽤したウエス、刷⽑、研磨パッド、スポンジ等は、植物油の吸収によって⾃然発⽕の危険性があるため、密閉した⾦
属容器⼜は、⽔に浸してから処分する。製品⾃体は⾃然発⽕しない。換気が不⼗分な状態で使⽤すると、爆発性／可燃性混合物
が発⽣する事がある。 

 
 
3.2 混合物 
 

全成分（カラーにより異なる）： 
アマニスタンドオイル天然樹脂エステル、アマニ油、⼆酸化チタン（201、214 ⾊のみ）、鉱物顔料、チョーク、アマニスタンド
オイル、ヒマシ油スタンドオイル、乾燥ヒマシ油、アマニウッドスタンドオイル、マイクロワックス、硫酸バリウム、イソアリ
ファーテ、アルミナ、珪酸、⼤⾖レシチン、乾燥アミノ糖、無鉛乾燥剤（Ca,Mn,Zn,Zr）、レモンオイル 

 
有害成分 

CAS No 化学名 数値 
 EC 番号 牽引番号 REACH 番号  
 分類 (規則 (EC) No 1272/2008)  
 イソアリファーテ（C11-C12） 10-<20% 
 918-167-1  01-2119472146-39  
 Flam. Liq. 3, Asp. Tox. 1, Aquatic Chronic 4;H226 H304 H413  
 イソアリファーテ（C11-C13) 1 - < 10 % 
 920-901-0  01-2119456810-40  
 Asp. Tox. 1; H304  
 イソアリファーテ(C11-C14)  1 - < 10 % 
 927-285-2  01-2119480162-45  
 Asp. Tox. 1; H304  

Hおよび EUH ステートメントの全⽂：セクション 16参照 
 
【特定濃度限界値】M-factors and ATE 

CAS No EC 番号 化学名 数値 
 特定濃度限界値M-factors and ATE  
 918-167-1 イソアリファーテ（C11-C12） 10-<20% 
 ⽪膚: LD50 = > 5000 mg/kg 経⼝: LD50 = > 5000 mg/kg  
 920-901-0 イソアリファーテ（C11-C13) 1 - < 10 % 
 ⽪膚 LD50 = > 5000 mg/kg 経⼝: LD50 = > 5000 mg/kg  
 927-285-2 イソアリファーテ(C11-C14)  1 - < 10 % 
 ⽪膚: LD50 = > 5000 mg/kg 経⼝: LD50 = > 5000 mg/kg  

 
 
 
 

1. 基本情報及び会社情報 

2. 危険有害性の識別  

3. 組成/成分情報  
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4.1応急処置の説明 
吸⼊の場合 
新鮮な空気の場所で安静にする。呼吸器へ刺激がある場合は、医師の診察を受ける。 

⽪膚接触の場合 
⽯鹸と⽔で患部を洗うこと。汚染された⾐類を脱ぎ洗濯する。⽪膚刺激が⽣じた場合。医師の診断、⼿当てを受けること。 

⽬に⼊った場合 
直ちに⼤量の流⽔で慎重かつ⼗分に洗い流す。刺激が残る場合は、眼科医に相談すること。 

摂取の場合 
無理に嘔吐させない。直ちに医師の診察を受ける。 

4.２重要な症状と影響（急性・遅発） 
⼊⼿可能な情報なし 

4.3 医師の診察と特別な治療 
病状により処置する。 
 

 
5.1 消⽕⽅法 

適合消⽕剤 ⼆酸化炭素（CO2）、消⽕粉末、⽔噴霧ジェット。⽕災部周辺に消⽕対策を施す。 
不適合消⽕剤 ウォータージェット 

5.2 有害物質の発⽣ 
塗装時に使⽤したウエス、刷⽑、研磨パッド、スポンジ等は、植物油の吸収によって⾃然発⽕の危険性があるため、密閉した⾦
属容器⼜は、⽔に浸してから処分する。 
製品⾃体は⾃然発⽕しない。 

5.3 消防⼠へのアドバイス 
⽕災の際は、⾃給式呼吸器を着⽤する。 
追加情報 
噴霧⽔は、⼈体の保護、危険にさらされた容器の冷却に使⽤する。 
汚染した消⽕⽤⽔は別途回収する。排⽔溝や地表に流⼊させないこと。 

 
 
6.1注意事項、緊急時の対処法 
⼀般情報 防護服を使⽤する。⼗分な換気を⾏う。 
6.2環境保護 
地表や排⽔へ製品を排出してはならない。 
6.3汚染物質の回収と洗浄⽅法 
その他の情報 
液体結合性材料（砂、珪藻⼟、酸、結合剤等）で吸収させる。廃液は地域条例に従って廃棄する。 
6.4 他章の参照 
安全な取扱い：第7章を参照。 
保護具：第8章を参照 
廃棄：第13章を参照 
 
 
7.1 安全な取り扱いに関する注意事項 

安全な取り扱いに関するアドバイス 
容器は密閉する。⼗分な換気を⾏う。 
⽕災及び、爆発防護に関するアドバイス： 
発⽕源から遠ざける（喫煙厳禁）。熱から遠ざける。 
⼀般的な労働衛⽣に関するアドバイス： 
汚染された⾐類を脱ぐこと。休憩前や作業後に⼿を洗うこと。使⽤中は飲⾷をしないこと。 

7.2 安全な保管のための条件（⾮適合性を含む） 
貯蔵室と容器の必要条件 涼しく、換気の良い場所で保管する。熱から遠ざけること。 
保管の条件 特別な処置は必要ありません。 

7.3 具体的な使⽤⽤途 
外壁、窓、ドアなど、あらゆる⽊材の内外装塗装⽤。バルコニー床など⼈通りの多い場所には適さない。 

 
 
8.1 制御パラメータ 
8.2 露出制御 

⼈体保護など個別の防護⽅法： 
⽬/顔の保護防護 防護メガネの装着 
⼿の保護 耐化学物質の保護⼿袋を必ず使⽤して取り扱う。化学物質に対する耐性のある保護⼿袋の品質については、特定の作業
場所での有害物質の濃度と量により選択する。 
⽪膚の保護 保護服を着⽤する。 
呼吸の保護 換気が⼗分でない場所では、呼吸⽤保護具を着⽤する。 
 
 
 

4. 救急処置 

5.⽕災対策  

6.漏出対策 

7. 取り扱いと保管 

8. 露出制御 
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9.1 基本的な物理的・化学的特性に関する情報 
形状：液体 
⾊：⾊により異なる。 
におい：わずかなにおい。 
融点・凝固点：不詳 
沸点/沸点範囲：>100℃ 
可燃性：固体 不詳 
ガス 不詳 
引⽕点：>61℃ 
⾃然発⽕温度：>200℃ 
分解温度：不詳 
pH値：該当なし。 
⽔溶性：不溶性のため、試験実施の必要なし。 
その他の溶媒における溶解度：不詳 
オクタノール/⽔分配係数：不詳 
蒸気圧：不詳 
密度（20℃）：約0.90g/㎤ 
相対湿度：不詳 

9.2 その他の情報 
物理的危険クラスに関する情報  
爆発性：換気が不⼗分な状態で使⽤すると、爆発性／可燃性混合物が発⽣する事がある。 
⾃⼰発⽕温度：固体：該当なし。 
ガス: 該当なし。 
酸化性：データなしその他の安全特性  
蒸発速度：不詳 
固形分：不詳 

その他の情報 情報なし。 
 
 
10.1 反応性 規定に従って処理・保存する場⾜、有害な反応なし。 
10.2 化学的安定性 通常の環境下での保存において安定して貯蔵できる。 
10.3 危険有害な反応の可能性 危険有害性のある反応は知られていない。 
10.4 避けるべき条件 熱、⾼温表⾯、⽕花、裸⽕、その他の着⽕源から離して保管すること。禁煙。 
10.5 適合しない物質  強酸化剤 
10.6 有害な分解⽣成物 有害な分解⽣成物は知られていない。 
 
 
 
11.1 規則(EC) No 1272/2008 に定義される危険有害性クラスに関する情報 
急性毒性  
利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 

CAS No 化学名 
 暴露経路 投与量 ⽣物種 提供元 ⽅法 
 イソアリファーテ（C11-C12） 
 経⼝ LD50 > 

5000mg/kg 
ラット   

 ⽪膚  LD50 => 
5000mg/kg 

ウサギ   

 イソアリファーテ（C11-C13) 
 経⼝ LD50 > 

5000mg/kg 
ラット   

 ⽪膚  LD50 = > 
5000mg/kg 

ウサギ   

 イソアリファーテ(C11-C14)  
 経⼝ LD50 > 

5000mg/kg 
ラット   

 ⽪膚  LD50 = > 
5000mg/kg 

ウサギ   

刺激性及び腐⾷性     利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 
感作性          利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 
発がん性・変異原性・毒性 利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 
STOT-単独暴露      利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 
STOT-⻑期影響      利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 
呼吸器有害性       利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 
11.2 その他の有害性情報 
内分泌かく乱作⽤  情報なし。 
 

9．物理的・化学的特性 

10．安定性と反応性    

11. 毒性情報     
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12.1 毒急性毒性 
利⽤可能なデータに基づいて、分類基準を満たしていない。 

CAS No 化学名 
 ⽔⽣毒性 投与量 暴露時間 ⽣物種 提供元 ⽅法 

68439-49-6 イソアリファーテ（C11-C12） 
 ⿂類急性毒性 LC50mg/l> 100 96 h ⿂   

 藻類急性毒性 ErC50mg/l> 100 72 h 藻類   
 甲殻類急性毒性 EC50mg/l> 100 48 h ミジンコ   
2634-33-5 イソアリファーテ（C11-C13) 

 ⿂類急性毒性 LC50mg/l> 1000 96 h ⿂   
 藻類急性毒性 ErC50mg/l> 1000 72 h 藻類   

 甲殻類急性毒性 EC50mg/l> 1000 48 h ミジンコ   
13463-41-7 イソアリファーテ(C11-C14)  

 ⿂類急性毒性 LC50mg/l> 1000 96 h ⿂   
 藻類急性毒性 ErC50mg/l> 1000 72 h 藻類   

 甲殻類急性毒性 EC50mg/l> 1000 48 h ミジンコ（⼤ミジンコ）   
12.2 残留性および分解性 
本製品はテストされていない。 

12.3 ⽣物濃縮性 
本製品はテストされていない。 

12.4 ⼟壌中での移動性 
本製品はテストされていない。 

12.5 PBT および vPvB 評価の結果 
混合物中の物質は、英国 REACH による PBT/vPvB 基準に合致していない。 

12.6 内分泌かく乱作⽤ 
本製品は、⾮標的⽣物に対して内分泌かく乱作⽤を有する物質について、基準を満たす成分がないため、含有しない。 

12.7 その他の有害事象 
情報なし。 

その他の情報 
環境への放出を避ける。 

 
 

13.1 廃棄物処理⽅法 
処分勧告 河川や排⽔溝に廃棄しないこと。廃液は地域条例に従って廃棄する事。 
汚染容器 ⼤量の⽔で洗う。空の容器は再利⽤することができる。 

 
 
陸上輸送 (ADR/RID) 

14.1 UN 番号または ID 番号：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.2 国連輸送名：この輸送規則の意味するところでは、危険物はない。 
14.3 輸送の危険性クラス：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.4 包装グループ：この輸送規制の意味での危険物はない。 
その他の適⽤情報（陸上輸送）本輸送規則における危険物はない。 

内⽔⾯輸送 (ADN) 
14.1 UN 番号または ID 番号：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.2 国連輸送名：この輸送規則の意味するところでは、危険物はない。 
14.3 輸送の危険性クラス：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.4 包装グループ：この輸送規制の意味での危険物はない。 
その他の適⽤情報（内陸⽔路輸送）輸送規制に該当する危険物ではない。 

海上輸送 (IMDG) 
14.1 UN 番号または ID 番号：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.2 国連輸送名：この輸送規則の意味するところでは、危険物はない。 
14.3 輸送の危険性クラス：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.4 包装グループ：この輸送規制の意味での危険物はない。 
その他の適⽤情報（海上輸送）この輸送規則において危険物はない。 

航空輸送（ICAO-TI/IATA-DGR) 
14.1 UN 番号または ID 番号：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.2 国連輸送名：この輸送規則の意味するところでは、危険物はない。 
14.3 輸送の危険性クラス：この輸送規制の意味での危険物はない。 
14.4 包装グループ：この輸送規制の意味での危険物はない。 
その他の適⽤情報(航空輸送)この輸送規則の意味するところでは、危険物ではない。 

14.5 環境に対する有害性 
環境有害性：なし。 

 

12. 環境情報     

13. 破棄の際の配慮     

14. 輸送情報    
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 14.6 使⽤者に対する特別な注意事項 

情報なし。 
14.7 IMO ⽂書に従ったバルクでの海上輸送 
該当なし。 

 
 

15.1 安全、健康、環境規制/成分詳細規制 
EU規制情報使⽤制限（REACH、付属書XVII）：項⽬40、項⽬75 
2010/75/EU (VOC)：38〜53% 
2004/42/EC (VOC)：342〜463 g/l 
追加情報：850/2004/EC, 79/117/EEC, 689/2008/EC 
国際規制情報 
⽔危険性クラス（D）：2 –⽔の汚染 

15-2化学物質安全性評価 
混合物の安全性評価は⾏っていない。 

 
 
変更点 

このデータシートは、セクションにおいて旧版からの変更を含んでいます。（2、3、7、9、11、15） 
略語と頭字語 

ADR: Accord europ.en sur le transport des marchandises dangereuses par Route 
(European Agreement concerning the International Carriage of Dangerous Goods by Road ) 
IMDG: International Maritime Code for Dangerous Goods 
IATA: International Air Transport Association 
GHS: Globally Harmonized System of Classification and Labelling of Chemicals 
EINECS: European Inventory of Existing Commercial Chemical Substances 
ELINCS: European List of Notified Chemical Substances 
CAS: Chemical Abstracts Service 
LC50: Lethal concentration, 50% 
LD50: Lethal dose, 50% 

HとEUHに関する記述 
H226 引⽕性の液体および蒸気。 
H304 飲み込み、気道に⼊ると致命的な影響を与える可能性がある。 
H413 ⽔⽣⽣物に⻑期にわたる有害な影響を与えるおそれがある。 

その他の情報 
当SDSにて提供される情報は、製品の安全性に関する要求事項のみを記載したものであり、当社の現在の知⾒に基づく。当SDS
は、記載の製品の保管、加⼯、輸送、廃棄の安全な取り扱いについてのアドバイスを⽬的としており、他の製品に転⽤することは
できない。本製品を他の製品と混合した場合、または加⼯した場合、この安全データシートに記載されている情報は、新しく作ら
れた材料に対して必ずしも有効ではない。当SDSは安全⾯に関する情報のみを含み、製品情報または製品仕様書ではない。既存の
法律や規制を遵守してご使⽤ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

15. 規制情報    

16. その他の情報      


